


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































κ4 ♂〃 κ4唐Q κ4V3 κ4唐S
κ3 κ3 κ3V2 κ3X3 κ3V4
κ2 κ2V κ2唐Q κ2V3 κ2?S
κ κ㌢ 塑2 κン3 塑4











































































































































































































































































































































X月中（L→H） ，噂 　　曹曾風ﾊの扱いについて ，，「
9月30日 代数方程式の解法 カルダノ，フェッラーリ，グレゴリー，
ペル，チルンハウス，ホイヘンス
12月28日 代数方程式の解法，『幾何原論』， チルンハウス，ロベルヴァル，パス
円の求積，「新たな方法」（無限 カル，デカルト，ウォリス，カルダ
小解析研究の進展を示唆） ノ，スホーテン
1676年5月12日 正弦の無限級数展開，円錐曲線 チルンハウス，メルセンヌ，デカル
不定方程式， ト，ロベルヴァル，グレゴリー
曾 曾曾，
@　6月13日
　　曹
u前の書簡」，「解析について」
（ニュートンー0） 論文の内容
7月26日 イギリス側の成果をまとめたコ グレゴリー，ホイヘンス，ニュート
リンズ文書（「抄録」），ニュー ン，ペル，フッデ，ウォリス，デカ
トンの「前の書簡」を含む ルト
8月27日 「前の書簡」への返書，自己の カルダノ，ボンベリ，スホーテン，
変換定理を用いた算術的求積， フッデ，デカルト，フェロ
正弦の無限級数展開，方程式の
無理根
曾　9月9日 　　曹，宴Cプニッッ書簡への言及
曽，
（コリンズ→N）
■．曾辱@10月24日 　　，u後の書簡」，「方法について」
・曾曾
（N→0） 論文の内容，アナグラム（微分
方程式を解くこと）
1677年5月2日 ニュートン「後の書簡」を送付 ニュートン
する旨
7月1日 「後の書簡」への返書，無限小 ニュートン，フッデ，ホイヘンス
表す記号ぬの使用，曲線（無
理量を含んだ式）に対する接線
を求める方法，逆接線法，ベキ
に変量を含んだ方程式（「超越
方程式」）の扱い，虚量の扱い
7月22日 前書簡の追伸，無限級数の逆展 ニュートン，グレゴリー
開，円錐曲線の求積
8月9日 「後の書簡」への返書をニュー
トンへ送付する旨
9月5日 オルデンバーグ死去
表3　ライプニッツとオルデンバーグの交信
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L→H，L→N H→L，N－→L 内　　　容
　言及される人物
i16世紀，17世紀人）
1690年8月24日 光学の問題（ニュートンとの面 ニュートン，デカルト
（H→L） 会），ライプニッッ1684年論文
への言及，逆接線法の問題提起，
抵抗媒体中の運動について
10月13日 ニュートンの差を表す記号への ニュートン，チルンハウス，デカル
（L→H） 言及，ホイヘンスの提示した微 ト，ファシオ
分方程式の解
11月7日 ホイヘンスの問題への解（続き）， デカルト，ニュートン
（L－H）・ 潮汐の問題
11月18日 カテナリの求積（接線求長， チルンハウス，デカルト，ファシオ，
（H→L） 回転体の表面積）に関する問題， ニュートン
潮汐の問題（ニュートンの「引
力」について）
1693年3月17日 『プリンキピア』への言及，曲 ホイヘンス
（L→N） 線の求積を求長に帰着させるこ
と，重力，磁力の問題，光学の
問題
10月16日 曲線の求積を求長に帰着させる ウォリス
（N→L） 例，後の書簡におけるアナグラ
ムの解，ドット記号の使用，天
体の運動
表4　ライプニッツと他の数学者との交信（『プリンキビア』関連）
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